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【結果】H25 年度は 4 人の新人にチューターを配置し、チューター


















































24 年度の手術件数は 521 件、人工肛門造設術は 19 件、うち予定手













































期：4 回目の交換時（術後 14 日目）には、苦痛も軽減し、妻の協
力を得ながら A 氏自身がパウチ交換を実施。ほぼできており、外
泊も実施した。退院間近であったが、創離開のため入院継続。交
換手技は上達したが、自宅で見る資料がほしいとの要望があった。
3. 交換手技が自立した時期：要望に従い、A 氏本人の交換の様子を
撮影した資料を作成。「自分の写真なのでわかりやすい」と喜び、8
回目の交換時には、看護師の前で A 氏と妻だけで上手く実施する
ことができた。皮膚トラブルへの対処方法も理解し、創も治癒して
退院となった。
【考察】身体的苦痛の強い時期には、A 氏には見ていてもらい、妻
に手技を指導することによって、A 氏の心理的安定を守ることが
できた。そして、手技獲得に意欲が出てきた時に期を逃さず、指導
を行い、A 氏はスムーズに習得できた。これは、先に交換手技を
見ていて手順を覚えていたこと、妻が手技を習得していたことによ
ると考える。また、A 氏自身の写真を載せたパンフレットは、わ
かりやすく、自宅でも入院中に受けた指導を思い出しやすいものと
なった。
